
「チャレンジド」という言葉を知っ

ていますか。神からチャレンジすべ

き課題や使命を与えられた人とい

う意味で、障害者を表す新しい言

葉です。障害を課された人を意味

する「ハンディキャップ」に代わり、

障害という負の部分ではなく、そ

の人の可能性に目を向けようとい

う発想から生まれました。

ケネディ大統領が初めてこの言

葉を使い、「チャレンジドを納税者

に」と訴えました。障害があるから

働けない、納税者になるのは無理

だと社会が決めつけることが差別

で、納税者になりうる仕組みを国

家は作るべきだというのです。

この話を聞いて、私は目からう

ろこが落ちました。日本では弱者

とされて税から手当てを受けるの

が障害者です。「チャレンジドを納

税者に」と言っても、福祉関係者

に理解されないのが実情なのです。

日本人は他人を助けるやさしさ

をもっています。でも、気の毒だか

ら何かしてあげるのは上から下へと

いう発想です。気の毒な聴覚障害

者のためにメモを取るボランティア

はしても、障害者がお金を稼ごう

とすると、手伝わないと言うのです。

米国ではお金を払って必要なこと

をしてもらっています。仕事で秘書

を使うのと同じです。

助けを受ける側にとって、お願

いしてやってもらうか、堂々と頼め

るかで意識の差は大きい。米国を

訪れたチャレンジドは、帰国したと

たん障害者になったと言うのです。

かわいそうと思った瞬間、差別

が始まっています。そうではなく、

同等なことをするために何が必要

かを考えるべきでしょう。日本なら、

美容師だった人が事故に遭い下半

身が不自由になると、もう美容師

を辞めなさいといわれる。これが米

国だと、髪をカットできる高さまで

体を上げられる車椅子を作り、仕

事を続けられるようにするのです。

人は、働くことから排除された

ら、惨めな思いをせずにいられませ

ん。でも、今のあなたの状態で、あ

なたの力はこういう風に発揮でき

ると言われれば、誇りを失わずにす

むのです。働き方の選択肢をつく

らなければいけないし、その責任は

企業にも地域にも、国にもありま

す。

私は、目指す社会をユニバーサ

ル社会と呼んでいます。みんなが自

分の持てる力を発揮して、なおか

つ支え合いをする社会です。

バリアフリーは、例えば学校の

入り口に段差があると車椅子の人

が入れないから、段差をなくすこと

です。ユニバーサルというのは、勉

強してチャレンジドも先生になれる

ということです。

プロップ・ステーションでは、参

加者が自分でできる範囲の役割を

堂々と果たしています。手が不自

由でも、床に置いたキーボードを足

で操作してパソコン教室の講師に

なっています。

日本はまだ多くの人の力を眠ら

せています。こんなにもったいない

ことはありません。意識も法律も

変わる必要があるのです。
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